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＜Get to Know New Zealand! ～ニュージーランドを知ろう～＞ 

連続講座 第 18 回のご案内 

 

新年あけましておめでとうございます。旧年中はコロナ禍にもかかわらず、本研究所の連続講座へ

のご参加をはじめ、あたたかいご支援とご指導を賜りまして誠にありがとうございました。今年も

様々、予期せぬ出来事がありそうな予感がしておりますが…変わらぬご支援を宜しくお願い致しま

す！そして大変な状況下ではありますが、皆様がご健康で、良い一年をお過ごしになられますことを

心よりお祈り申し上げます！ 

次回（第 18 回）の連続講座「Get to Know New Zealand！」の開催のお知らせです。今回は、“共

生社会”をテーマに、酒田市と同じくニュージーランドのホストタウンであり、共生社会ホストタウ

ンにも登録の神奈川県厚木市から、雨野千晴さんを講師としてお迎えします。前回に引き続き、今回

もオンラインで開催いたします。皆様、ぜひご参加ください!! 

 

＜第 18 回 「地域共生社会の実現に向けて―私たちにできること―」 

☆雨野千晴さん（「あつぎごちゃまぜフェス」実行委員長） 

「共生社会ってどんな社会？」 

☆澤邉みさ子（東北公益文科大学） 

 「ニュージーランドの障がい者施策 

から考える共生社会」 

日時：2021 年 1 月 29 日（金）18：30～20：00   参加費：無料 

※オンライン（Zoom）により開催します。 1 月 27 日（水）17:00 までに

takeda@koeki-u.ac.jp 宛に事前申し込みをお願いいたします。申し込み者へ

開催日時までにメールにて Zoom の ID とパスワードをお送りします。 
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＜Get to Know New Zealand! ～ニュージーランドを知ろう～＞ 

連続講座 第 16 回・第 17 回のご報告 

 

 酒田市が東京オリンピック・パラリンピックのホストタウンとして登録されたことを機に 2017 年

7 月よりスタートをしました「Get to Know New Zealand! ～ニュージーランドを知ろう～」連続講

座ですが、今年度はコロナ禍で開催が危ぶまれたところ、オンライン方式を導入することにより、11

月から再開をさせて頂くことができました。 

 

 ハラハラ、ドキドキの初オンライン講座（第 16 回）は、ニュージーランド・ハミルトン市在住の

ワイカト大学の西村史子先生の大きなご協力を得て、2020 年 11 月 25 日（水）の 18：30～20：00

（日本時間、NZ 時間では 22:30～24:00 となりました…）に実施しました。「コロナ禍のニュージー

ランド～政府の対応、大学・学校、Kiwi の生活～」をテーマとし、東北公益文科大学ニュージーラ

ンド研究所・所長の武田真理子より「ニュージーランドにおける COVID-19 対策」について報告を

行い、その後、西村史子先生より「コロナ禍のニュージーランド～大学、生活の様子や政府の対策に

対する国民の反応など～」と題して、ロックダウン下のニュージーランド人の生活の様子、ジャシン

ダ・アーダーン首相と政権の COVID-19 対策に対する国民の受け止め方、大学の授業の様子など臨

場感のあるお話を行って頂きました。 

 

第 17 回は、2020 年 12 月 18 日（金）の同じく 18：30～20：00 に、「多文化共生社会・ニュージ

ーランドからのメッセージ」をテーマとして開催させていただきました。特別ゲストとして、国連難

民高等弁務官事務所（UNHCR）職員として長年、難民支援のお仕事に従事されてきたオークランド

日本人会・副会長の橋本直江さんより「多文化社会における日本人コミュニティー：共生への道」を

テーマとして「多文化共生」について深く、刺激的なお話を頂きました。その後、鶴岡市ご出身で、

国際交流基金ご勤務や世界旅行のご経験が豊富なオークランド市在住、OFFICE EDEN / THE 

SPREADING TREE 運営者の富樫史生さんより「多文化共生社会・ニュージーランドにおける The 

Spreading Tree の活動、庄内へのメッセージ」をテーマとしたオークランド市における多文化共生の

取り組みや富樫さんご自身のお仕事と生活についてわかりやすくお話を頂きました。 

 

各回とも、酒田市はもとより、神奈川、石川、大阪をはじめ全国各地から、そしてタイ、ニュージ

ーランド（オークランド市、クライストチャーチ市）と世界各地から 30 名を超える参加のお申し込

みを頂き、画面越しであっても賑やかに開催することができました。皆様に心より御礼申し上げます。 

 

オークランド日本人会の皆様とは、一昨年のクライストチャーチのモスク襲撃事件への哀悼の意を

込めて酒田市・庄内傘福研究会・公益大ニュージーランド研究所等の有志で製作をした「ニュージー

ランド傘福」をアーダーン首相に届けるために 2020 年 2 月にニュージーランドを訪問した酒田市市

民有志と「傘福ワークショップ」を開催させていただいたご縁があり、是非、今後とも交流を続けさ

せていただきたく存じます。よろしくお願い致します！ 

  

末尾になりましたが、講座への参加お申し込みを頂きましたのに、Zoom への接続ができず、運営

者の対応が間に合わなかったためにご参加を頂けなかった皆様に深くお詫び申し上げます。問題解決

に向けて検討を行って参りたく、引き続きご理解とご支援を賜りますよう、宜しくお願い致します。 

 

東北公益文科大学 ニュージーランド研究所 

〒998－8580 山形県酒田市飯森山 3－5－1 

Tel：0234-41-1271  Fax：0234-41-1184  E-mail：takeda@koeki-u.ac.jp 

第 19回、第 20回は 2021 年 2月～3月に予定しています。 

日時、内容が決まり次第、改めてご案内申し上げます。 

mailto:takeda@koeki-u.ac.jp

